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同 連 合 体 が 予 定 価 格 （ 最 低売 却 価 格 ） と 同 額 の １ ９ ９３ 万 ８ ０ ０ ０ 円 で 落 札 した 。 事 業 計 画 は テ ナ ン ト 賃貸 事 業 お よ び 戸 建 住 宅 （ ３戸 ） の 分 譲 事 業 。　
土 地 の 所 在 は 、 土 浦 ・ 阿

型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対策 な ど に よ り 、 市 税 収 入 は前 年 度 か ら ４ 億 ６ ０ ０ ０ 万円 減 の ４ １ ７ 億 円 と な った 。　
一 方 で 、 歳 出 は 新 清 掃 工

場 の 運 営 経 費 や 中 核 市 移 行に 伴 う 所 掌 事 務 の 拡 大 な どに よ り 物 件 費 が 増 加 。　
財 政 調 整 基 金 は 、

2 0年 度

末 の 残 高 は 約

2 6億 円 と な っ

て お り 、 今 後 は 取 り 崩 し を可 能 な 限 り 抑 制 し 、 残 高 の回 復 を 着 実 に 進 め 、  「 災 害等 の 不 測 の 事 態 に 備 え る ため の 必 要 額 を し っ か り と 確保 す る 必 要 が あ る 」 と し てい る 。　
こ う し た 状 況 を 踏 ま え 、2 2年 度 の 予 算 編 成 は 聖 域 を

設 け ず 、 全 て の 施 策 を 対 象に 優 先 順 位 を 洗 い 直 し 、 選択 と 集 中 の 考 え の も と 、 財源 配 分 の 重 点 化 を 大 胆 に 進め る 。

　
常 総 市 は 、 水 海 道 シ テ ィ

ハ イ ツ （ 水 海 道 山 田 町 １ ５０ ２

－

1 0） の 共 同 ト イ レ 屋

根 防 水 工 事 を 実 施 す る 。 ８月 の 補 正 予 算 で は 、 工 事 費に １ １ ０ 万 円 を 計 上 し て いる 。 早 け れ ば

1 0月 頃 に も 随

意 契 約 で 発 注 す る 予 定 。　
男 子 ト イ レ ・ 女 子 ト イ レ

の 両 方 で 雨 漏 り が 発 生 し て

　
県 は １ 日 、 い ぶ き の 丘 阿

見 東 （ 阿 見 吉 原 地 区 ） の 沿道 施 設 用 地 等 の 分 譲 に 係 る一 般 競 争 入 札 を 執 行 。 合 同会 社 Ｒ Ｅ

－ Ｄ 不 動 産 （ 阿 見

町 ） を 代 表 と す る 阿 見 町 吉原 地 区 土 地 取 得 建 設 事 業 共 　
水 戸 市 は ２ ０ ２ ２ 年 度 予

算 編 成 の 基 本 方 針 を ま と めた 。

2 2年 度 の 予 算 編 成 は 、

聖 域 を 設 け る こ と な く 、 全て の 施 策 を 対 象 に 優 先 順 位を 洗 い 直 す な ど 、 歳 出 全 体の 見 直 し を 図 り な が ら 、 選択 と 集 中 の 考 え の も と 、 財源 配 分 の 重 点 化 を 大 胆 に 進め る 。 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス感 染 症 対 策 や 防 災 ・ 減 災 対策 等 の 充 実 に 注 力 し 、 市 民生 活 の 安 定 化 に 努 め 、 県 内初 の 中 核 市 と し て 水 戸 都 市圏 の 発 展 を 力 強 く 牽 引 し なが ら 、 産 業 の 活 性 化 と 地 域経 済 の 回 復 に 取 り 組 む と とも に 、  デ ジ タ ル 変 革 の 加 速 、水 戸 な ら で は の 地 方 創 生 など 、 ポ ス ト コ ロ ナ に 対 応 する 施 策 を 積 極 的 に 展 開 し 、将 来 に わ た り 持 続 的 に 成 長で き る ま ち を 目 指 す 。　

2 0年 度 の 決 算 で は 、 法 人

市 民 税 の 税 率 引 き 下 げ や 新

　
桜 川 市 （ 大 塚 秀 喜 市 長 ＝

写 真 右

） と 、 ア ウ ト ド ア 用

品 の 企 画 ・ 製 造 ・ 販 売 な どを 主 な 事 業 と す る ㈱ モ ン ベル （ 大 阪 府 ・ 辰 野 勇 会 長 ＝写 真 左

） は 、 包 括 連 携 協 定

を 締 結 し た 。 ア ウ ト ド ア 活動 等 の 促 進 に よ り 、 社 会 が直 面 す る 課 題 に 対 応 し 、 市内 地 域 の 活 性 化 お よ び 市 民生 活 の 質 の 向 上 に 寄 与 す るこ と を 目 的 と す る 。　
連 携 ・ 協 定 事 項 は ① 自 然

体 験 の 促 進 に よ る 環 境 保 全意 識 の 醸 成 に 関 す る こ と ②子 ど も た ち の 生 き 抜 い て いく 力 の 育 成 に 関 す る こ と ③自 然 体 験 の 促 進 に よ る 健 康 見 都 市 計 画 事 業 阿 見 吉 原 土地 区 画 整 理 事 業 施 行 地 区 内の 阿 見 町 よ し わ ら 一 丁 目

2 3

番 １ （ Ａ ４ ８ ４ ・ ２ ５ ㎡ ）  、
2 4番 ２  （ Ａ １ ８ ６  ・  ０ ６ ㎡ ）  、

よ し わ ら 六 丁 目

3 2番 ２ （ Ａ

２ ７ ５ ・ ２ ㎡ ）  、 ３ （ Ａ ２５ ０ ・ ３ ４ ㎡ ）  。　
用 途 地 域 は 準 住 居 地 域 と

第 一 種 住 居 地 域 （ い ず れ も建 ぺ い 率

6 0％ 、 容 積 率 ２ ０

０ ％ ）  。 土 地 利 用 条 件 と し 　
基 本 方 針 に は ◇ 市 第 ６

次 総 合 計 画

－ み と 魁 プ ラ ン

－ の 推 進 ◇ ポ ス ト コ ロ ナ の
ま ち づ く り の 推 進 ◇ 水 戸 なら で は の 地 方 創 生 の 推 進 ◇行 財 政 改 革 の 着 実 な 推 進 ◇「 み と 財 政 安 心 ビ ジ ョ ン 」に 基 づ く 持 続 可 能 な 財 政 基盤 の 確 立

－ を 掲 げ る 。

　
投 資 的 事 業 や 政 策 的 事 務

い る た め 、  防 水 工 事 を 行 う 。な お 、 車 い す 用 ト イ レ に つい て は 、 雨 漏 り は 見 ら れ てい な い 。　
建 物 規 模 は Ｓ Ｒ Ｃ 造

1 1階

建 て 、 管 理 戸 数 は

4 0戸 （ １

戸 当 た り 約

7 0㎡ ）  。 建 築 年

は ２ ０ ０ ２ 年 。 屋 根 の 形 状は 勾 配 屋 根 。 場 所 は 、 水 海道 駅 の 南 西 に 位 置 す る 。

者 、 障 が い 者 等 の 自 然 体 験参 加 の 促 進 に 関 す る こ と

－

の ７ 項 目 。　
具 体 的 な 活 動 方 針 は 現 在

未 定 と な っ て お り 、 キ ャ ンプ 場 の 改 修 な ど に つ い て 検討 し て い く 予 定 。　
小 野 川 橋 は つ く ば 市 榎 戸

地 内 に 位 置 す る 国 道 ３ ５ ４号 の 橋 。 橋 長 は

1 6ｍ 。 定 期

点 検 の 結 果 、 早 期 措 置 段 階と 判 定 さ れ た た め 必 要 な 修繕 を 行 い 安 全 確 保 を 図 る 。　
設 計 概 要 は 主 桁 ・ 横 桁 補

修 、 床 版 補 修 、 支 承 補 修 、橋 台 補 修 各 一 式 。 履 行 期 間は １ ８ ０ 日 間 。

増 進 に 関 す る こ と ④ 防 災 意識 と 災 害 対 応 力 の 向 上 に 関す る こ と ⑤ 地 域 の 魅 力 発 信と エ コ ツ ー リ ズ ム の 促 進 によ る 地 域 経 済 の 活 性 化 に 関す る こ と ⑥ 農 林 水 産 業 の 活性 化 に 関 す る こ と ⑦ 高 齢　
県 土 浦 土 木 事 務 所 は 、 小

野 川 橋 の 補 修 を 計 画 し て いる 。 本 年 度 は 設 計 を 開 発 虎ノ 門 コ ン サ ル タ ン ト ㈱ （ 東京 都 豊 島 区 ） に 委 託 。 工 事は 来 年 度 に も 着 手 す る 。 て 、 住 宅 等 の 場 合 は 土 地 の引 渡 し の 日 か ら ５ 年 以 内に 、 施 設 の 場 合 は ３ 年 以 内に 、 住 宅 等 ま た は 施 設 を 建設 し 、 自 ら 居 住 ま た は 事 業を 開 始 、 ま た は 分 譲 事 業 、賃 貸 事 業 を 開 始 す る こ と など を 設 定 し て い る 。　
同 連 合 体 は Ｒ Ｅ

－ Ｄ 不 動

産 と 佐 野 建 設 ㈱ （ 土 浦 市 ）で 構 成 。 当 日 の 入 札 の 参 加者 数 は １ 者 だ っ た 。 事 業 に つ い て は 、

2 2・

2 3年

度 ２ か 年 実 施 計 画 の 内 示 を踏 ま え た 予 算 要 求 を 行 う こと と す る 。 公 共 施 設 の 長 寿命 化 や バ リ ア フ リ ー 化 を 行う 工 事 の う ち 、 市 単 独 事 業は 財 源 的 に 有 利 な 公 共 施 設等 適 正 管 理 事 業 債 が 活 用 でき る こ と か ら 、 発 行 要 件 とな る 「 個 別 施 設 計 画 」 を 必ず 策 定 し 、 こ れ に 基 づ い て要 求 す る こ と と し て い る 。　
予 算 要 求 書 の 提 出 期 限 は1 1月

1 2日 。 来 年 １ 月 末 に は

各 課 に 予 算 案 が 内 示 さ れ る見 通 し だ 。

［ 本

　
課 ］

午 前

午 後

（ ○ ＝ 在 庁

　
● ＝ 不 在 ）

［ 出

　
先 ］

午 前

午 後

県 土 木 部  ・  幹 部

き ょ う

の
動 向
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部 長次 長 （ 事 ）次 長 （ 技 ）都 市 局 長港 湾 振 興 監企 画 監監 理 課 長用 地 課 長検 査 指 導 課 長道 路 建 設 課 長道 路 維 持 課 長河 川 課 長港 湾 課 長営 繕 課 長都 市 計 画 課 長都 市 整 備 課 長下 水 道 課 長建 築 指 導 課 長住 宅 課 長

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

で あ り 、 現 道 も 美 浦 村 大 谷地 区 、 稲 敷 市 桜 川 地 区 で は線 形 不 良 に よ る 交 通 渋 滞 が発 生 し て い る 。　
そ の ほ か 、 歩 行 者 通 行 の

危 険 箇 所 等 も 存 在 し て い るこ と か ら 、 バ イ パ ス 整 備 を実 施 。 大 谷 バ イ パ ス は 用 地買 収 と 改 良 舗 装 工 事 を 実施 。 桜 川 バ イ パ ス は 用 地 買収 と 改 良 工 事 、 測 量 、 設 計を 行 う 。　
国 道 ２ ９ ４ 号 は 、 千 葉 県

柏 市 か ら 県 南 西 部 を 経 由 して 福 島 県 会 津 若 松 市 を 結 ぶ主 要 な 幹 線 道 路 。 ま た 、 緊急 輸 送 道 路 に も 指 定 さ れ てい る 重 要 な 路 線 。 こ の う ち取 手 市 街 地 に つ い て は 、 幅員 狭 小 に よ る 交 通 混 雑 が 発生 。 ま た 変 則 交 差 点 に よ る

危 険 箇 所 等 も 存 在 し て いる 。　
寺 田 地 区 ４ ０ ０ ｍ に つ い

て は ４ 車 線 化 整 備 が 完 了し 、 白 山 地 区 ６ ６ ０ ｍ に つい て は 暫 定 ３ 車 線 整 備 が 完了 し た 。 引 き 続 き 、 取 手 市区 間 に つ い て 早 期 の 供 用 を目 指 し 整 備 を 推 進 し て いる 。　
一 級 河 川 乙 戸 川 は 、 中 ・

下 流 部 の 流 下 断 面 の 不 足や 、 上 流 部 で の 市 街 化 の 進展 ・ 都 市 下 水 路 か ら の 流 入増 等 に 対 応 す る た め 、 １ ９９ ４ 年 度 か ら 河 川 改 修 を 進め て い る 。 現 在 、 桂 川 と の合 流 部 ま で の 区 間 に つ い て完 了 し 、 今 後 は 合 流 部 か ら上 流 の 改 修 を 推 進 す る 。　
一 級 河 川 相 野 谷 川 は 、 中

下 流 部 の 流 下 断 面 不 足 、 流域 内 の 下 高 井 土 地 区 画 整 理事 業 や 周 辺 開 発 の 進 展 を 踏ま え 、 洪 水 被 害 の 軽 減 及 びま ち づ く り を 支 援 す る ため 、  河 川 改 修 を 進 め て い る 。現 在 は 、 Ｊ Ｒ 常 磐 線 橋 梁 の上 流 側 ３ ・ ２ ㎞ 区 間 の 整 備を 進 め て い る 。　
阿 見 吉 原 土 地 区 画 整 理 事

業 は 立 地 条 件 を 活 か し 、 県南 地 域 の 新 た な 交 流 拠 点 とし て 地 域 振 興 に 寄 与 す る ため 、 県 有 地 の 処 分 推 進 に より 、 健 全 な 市 街 地 の 形 成 を図 る も の 。　
同 事 業 の う ち 東 工 区 は 、

２ ０ １ ４ 年 ２ 月 に 換 地 処 分済 み 。  西 南 工 区 に つ い て も 、
2 0年 ６ 月 に 換 地 処 分 を 実 施

し た 。

事　
□ 稲 敷 市 桑 山 ～ 河 内 町 平

川 ＝ ① Ｌ ２ ７ ０ ０ ｍ 、  Ｗ  （ 設計 中 ）  、 Ｃ

2 8億 円 ② ２ ０ １

９ 年 度 ～ ③ ６ ％ ④ 測 量 、 設計　
■ 主 要 地 方 道 竜 ケ 崎 潮 来

線 バ イ パ ス 整 備 （ 稲 敷 市 下太 田 ） ＝ ① Ｌ ３ ２ ６ ０ ｍ 、Ｗ

1 4～

1 8／ ６ ・ ５ ｍ 、 Ｃ

3 0

億 円 ② １ ９ ９ ３ 年 度 ～ ③
9 4％ ④ 道 路 改 良 工 事 、 用 地

買 収　
■ 一 般 国 道 １ ２ ５ 号 大 谷

バ イ パ ス ・ 桜 川 バ イ パ ス の整 備　
□ 大 谷 バ イ パ ス （ 稲 敷 市

佐 倉 ～ 美 浦 村 大 谷 ） ＝ ① Ｌ２ ６ ０ ０ ｍ 、 Ｗ

2 5／

1 3ｍ 、

Ｃ

6 3億 ８ ６ ０ ０ 万 円 ② １ ９

９ ５ 年 度 ～ ③

9 0％ ④ 用 地 買

収 、 改 良 舗 装 工 事　
□ 桜 川 バ イ パ ス （ 稲 敷 市

阿 波 ～ 神 宮 寺 ） ＝ ① Ｌ ２ ４０ ０ ｍ 、 Ｗ

2 3／

1 3ｍ 、 Ｃ

3 7

億 円 ② ２ ０ ０ ４ 年 度 ～ ③
7 4％ ④ 用 地 買 収 、  改 良 工 事 、

測 量 、 設 計　
■ 一 般 国 道 ２ ９ ４ 号

 取

手 拡 幅  （ 取 手 市 白 山 ～ 寺 田 ）＝ ① Ｌ ４ ２ ３ ０ ｍ 、 Ｗ

2 5／

1 3ｍ 、 Ｃ １ ０ ０ 億 円 ② ２ ０
１ ８ 年 度 ～ ③ ２ ％ （

1 9年 度

末 ） ④ 用 地 補 償　
■ 乙 戸 川 の 改 修 （ 牛 久 市

島 田 ～ 阿 見 町 荒 川 本 郷 ） ＝① 河 川 改 修 延 長 １ 万 ２ ７ ００ ｍ 、 確 率 年 １ ／

1 0、 Ｃ

7 9
億 ５ ０ ０ ０ 万 円 ② １ ９ ９ ４年 度 ～ ③

4 2％ ④ 橋 梁 工 事

　
■ 相 野 谷 川 の 改 修 （ 取 手

市 小 文 間 ～ 取 手 市 寺 田 ） ＝① 河 川 改 修 延 長 ５ ３ ７ ５ｍ 、 確 率 年 １ ／

1 0（ 暫 定 １

／ ２ ）  、 Ｃ １ ２ ３ 億 ４ ０ ０万 円 ② １ ９ ７ ９ 年 度 ～ ③
8 3％ ④ 国 道 ６ 号 迂 回 路 設 置

工 事 、 橋 梁 下 部 工 事 （ い ずれ も 国 交 省 に 委 託 ）　
■ 阿 見 吉 原 土 地 区 画 整 理

事 業 ＝ ① 施 行 面 積 １ ６ ０ ・８

 

h a、 う ち 東 工 区

5 5・ ２

 

h a、 西 南 工 区 １ ０ ５ ・ ６

 

h a、 計 画 人 口 約 ２ ６ ０ ０
人 ② ２ ０ ０ ３ 年 度 ～ （ 東 工区 ）  、 ２ ０ １ ０ 年 度 ～ （ 西南 工 区 ） ③ 約

9 7％

は 、 ひ た ち 野 う し く 駅 周 辺で 開 発 さ れ て い る 住 宅 団 地か ら 竜 ケ 崎 阿 見 線 バ イ パ ス沿 線 の 阿 見 東 部 工 業 団 地 や阿 見 吉 原 土 地 区 画 整 理 事 業な ど へ の ア ク セ ス 向 上 を 図る も の 。 本 年 度 は （ 仮 称 ）乙 戸 川 橋 の 下 部 工 事 （ 逆 Ｔ式 橋 台 １ 基 ）  な ど を 進 め る 。　
主 要 地 方 道 竜 ケ 崎 阿 見 線

　
主 要 地 方 道 土 浦 竜 ケ 崎 線

バ イ パ ス （ 阿 見 町 実 穀 ～ 牛久 市 岡 見 町 ） は 牛 久 市 、 阿見 町 の 慢 性 的 な 渋 滞 緩 和 等の 図 る た め 、 バ イ パ ス 整 備を 推 進 。 本 年 度 は 牛 久 市 岡見 町 や 阿 見 町 小 池 で 道 路 改良 舗 装 工 事 を 行 う 。　
主 要 地 方 道 土 浦 稲 敷 線 バ

イ パ ス  （ 阿 見 町 実 穀 ～ 上 長 ）

バ イ パ ス （ 牛 久 市 正 直 町 ～久 野 町 ） と 主 要 地 方 道 美 浦栄 線 バ イ パ ス （ 牛 久 市 島 田町 ～ 龍 ケ 崎 市 白 羽 ） は い ずれ も ２ ０ １ ９ 年 度 に 事 業化 。 千 葉 県 と 茨 城 県 の 広 域的 な 連 携 の 強 化 を 図 る 。 本年 度 は 測 量 や 設 計 、 用 地 買収 を 進 め る 。　
主 要 地 方 道 江 戸 崎 新 利 根

線 バ イ パ ス （ 稲 敷 市 羽 賀 ～佐 倉 ） は 現 道 の 幅 員 が 狭 く通 行 に 支 障 を 来 し て い る こと か ら 、 バ イ パ ス 整 備 を 推

進 し て い る 。 本 年 度 は 稲 敷市 江 戸 崎 で 地 盤 改 良 工 事 を行 う 。　
県 道 江 戸 崎 下 総 線 （ 稲 敷

市 桑 山 ～ 河 内 町 平 川 ） は 現道 の 沿 道 で 人 家 が 連 担 し 、現 況 幅 員 が 狭 く 歩 道 が な いた め 現 道 拡 幅 及 び バ イ パ ス整 備 を 推 進 し て い る 。　
主 要 地 方 道 竜 ケ 崎 潮 来 線

バ イ パ ス （ 稲 敷 市 下 太 田 ）は 現 道 の 幅 員 が 狭 く 、 歩 道も 一 部 な い こ と か ら 、 パ イパ ス 整 備 を 推 進 し て い る 。本 年 度 は 道 路 改 良 工 事 を 実施 。　
国 道 １ ２ ５ 号 大 谷 バ イ パ

ス （ 美 浦 村 大 谷 ）  ・ 桜 川 バイ パ ス （ 稲 敷 市 阿 波 ） は 、そ れ ぞ れ 圏 央 道 稲 敷 Ｉ Ｃ 、稲 敷 東 Ｉ Ｃ の ア ク セ ス 道 路　
主 要 事 業 の 概 要 は 次 の と

お り （ ■ 事 業 名 ＝ ① 全 体 計画 ② 事 業 年 度 ③ 進 捗 率 （

2 0

年 度 末 ） ④ 本 年 度 事 業 概要 ）  。　
■ 主 要 地 方 道 土 浦 竜 ケ 崎

線 バ イ パ ス 整 備 （ 阿 見 町 実穀 ～ 牛 久 市 岡 見 町 ） ＝ ① Ｌ５ ３ ５ ０ ｍ 、 Ｗ

2 5～

3 0／

1 3

ｍ 、 Ｃ １ ０ ９ 億 円 ② １ ９ ９６ 年 度 ～ ③

7 3％ ④ 改 良 舗 装

工 事 、 用 地 買 収　
■ 主 要 地 方 道 土 浦 稲 敷 線

バ イ パ ス 整 備 （ 阿 見 町 実 穀～ 上 長 ）  ＝ ① Ｌ ３ ２ ７ ０ ｍ 、Ｗ

3 4／

1 3ｍ 、 Ｃ

5 0億 円 ② １

９ ９ ６ 年 度 ～ ③

6 0％ ④ 橋 梁

下 部 工 事 、 改 良 舗 装 工 事 、用 地 買 収　
■ 主 要 地 方 道 竜 ケ 崎 阿 見

線 バ イ パ ス 整 備 （ 牛 久 市 正直 町 ～ 久 野 町 ） ＝ ① Ｌ ３ ００ ０ ｍ 、 Ｗ

2 3／

1 3ｍ 、 Ｃ

8 2

億 ５ ０ ０ ０ 万 円 ② ２ ０ １ ９年 度 ～ ③ ４ ％ ④ 測 量 、  設 計 、用 地 買 収　
■ 主 要 地 方 道 美 浦 栄 線 バ

イ パ ス の 整 備 （ 牛 久 市 島 田町 ～ 龍 ケ 崎 市 白 羽 ） ＝ ① Ｌ３ ４ ０ ０ ｍ 、 Ｗ

2 3／

1 3ｍ 、

Ｃ

9 0億 円 ② 事 ２ ０ １ ９ 年 度

～ ③ ２ ％ ④ 測 量 、 設 計 、 用地 買 収　
■ 主 要 地 方 道 江 戸 崎 新 利

根 線 バ イ パ ス 整 備 （ 稲 敷 市羽 賀 ～ 佐 倉 ） ＝ ① Ｌ ５ ４ ００ ｍ 、 Ｗ

1 8／ ６ ・ ５ ｍ 、 Ｃ

6 5億 円 ② １ ９ ９ １ 年 度 ～ ③7 8％ ④ 用 地 買 収 、 地 盤 改 良
工 事　

■ 一 般 県 道 江 戸 崎 下 総 線
の 整 備 （ 稲 敷 市 桑 山 ～ 河 内町 平 川 ）　

□ 稲 敷 市 桑 山 ＝ ① Ｌ １ ２
０ ０ ｍ 、  Ｗ

1 0～

1 6／ ６ ～ ６  ・

５ ｍ 、 Ｃ

1 7億 円 ② ２ ０ ０ ４

年 度 ～ ③

9 9％ ④ 改 良 舗 装 工

　
当 事 務 所 は 、 茨 城 県 南 部 の 九 市 町 村

を 管 轄 し て お り 、 管 内 は 首 都 圏 か ら

3 5

～

5 0㎞ 圏 内 に 位 置 し 、 圏 央 道 や つ く ば

エ ク ス プ レ ス 関 連 な ど 、 大 規 模 プ ロジ ェ ク ト が 進 め ら れ 、 県 内 で も 特 に 発展 が 期 待 さ れ て い る 地 域 で す 。　
令 和 三 年 度 は 、 令 和 六 年 度 の 圏 央 道

の 四 車 線 化 に 併 せ 、 県 道 土 浦 竜 ケ 崎 線バ イ パ ス や 県 道 竜 ケ 崎 阿 見 線 バ イ パ スな ど 、 管 内 四 箇 所 の Ｉ Ｃ へ の ア ク セ ス道 路 の 整 備 を 重 点 的 に 進 め ま す 。

　
次 に 河 川 事 業 に つ き ま し て は 、 洪 水

被 害 の 軽 減 を 図 る た め 、 乙 戸 川 、 相 野谷 川 な ど の 河 川 改 修 を 進 め ま す 。　
ま た 、 阿 見 吉 原 土 地 区 画 整 理 事 業 に

お い て は 、  昨 年 六 月 に 換 地 処 分 を 迎 え 、新 た な 「 ま ち 」 と し て 生 ま れ 変 わ り まし た 。　
今 後 と も 、 よ り 一 層 効 果 的 か つ 効 率

的 に 事 業 を 執 行 し 、 茨 城 県 南 部 の 玄 関口 と し て 、 魅 力 と 活 力 に 溢 れ る 地 域 づく り に 努 め て ま い り ま す 。

県 竜 ケ 崎 工 事

2 9 4号 取 手 市 内 で 拡 幅

圏 央 道 ア ク セ ス 道 を 重 点

事 業 概 要

県 竜 ケ 崎 工 事 事 務 所
所 長

 生 なま

田
た

目
め

好 よし

美
み

 氏

　
県 竜 ケ 崎 工 事 事 務 所 の 事 業 概 要 に よ る と 、 本 年

度 は 圏 央 道 ア ク セ ス 道 路 ８ 路 線 （

1 0カ 所 ） の 整 備

を 推 進 。 土 浦 竜 ケ 崎 線 バ イ パ ス の 道 路 改 良 舗 装 工事 や 土 浦 稲 敷 線 バ イ パ ス の 橋 梁 下 部 工 事 な ど を 実施 す る 。 ア ク セ ス 道 路 以 外 で は 、 国 道 ２ ９ ４ 号 取手 拡 幅 や 乙 戸 川 、 相 野 谷 川 の 改 修 な ど を 進 め る 。魅 力 あ る 地 域 づ く り を

今 年 度 の 主 要 事 業 概 要

（ 主 ） 土 浦 竜 ケ 崎 線
L 5 3 5 0 m

供 用 済
L 3 3 1 0 m

牛 久 阿 見 I C

H 1 9. 3. 1 0  供 用

暫 定 形  B  区 間
L 4 0 0 m

2  工 区  L 1 2 9 0 m

B  区 間 の う ち
L 5 0 m

1  工 区  L 1 8 4 0 m

【 R 3. 3. 2 5 4  車 化 完 了 】

土 浦 稲 敷 線 バ イ パ ス  L 3 2 7 0 m

3  工 区  L 8 0 0 m

L 2 0 4 0 m

L 1 4 2 0 m

【 H 1 9. 3 供 用 】

ＮＮ

一 般 国 道  1 2 5  号 桜 川 バ イ パ ス
L 2 4 0 0 m 、 W 2 3 / 1 3 m

一 般 国 道  1 2 5  号 桜 川 バ イ パ ス
L 2 4 0 0 m 、 W 2 3 / 1 3 m

霞 ヶ 浦

江 戸 崎 神 崎 線
江 戸 崎 神 崎 線

新 川 江 戸 崎 線新 川 江 戸 崎 線

ＮＮ

地 域 総 合
県 内

話 題 の ニ ュ ー ス

　
国 土 交 通 省 関 東 運 輸 局

は 、

1 1月 ５ 日 に 港 湾 に お け

る 地 震 ・ 津 波 対 策 セ ミ ナ ーを オ ン ラ イ ン 配 信 す る 。 参加 費 は 無 料 。  定 員 ３ ０ ０ 人 。早 稲 田 大 学 理 工 学 術 院 の 柴山 知 也 教 授 が 基 調 講 演 を 行う ほ か 、 日 立 埠 頭 ㈱ の 大 山政 弘 勤 労 部 部 長 代 理 ら が 取り 組 み を 紹 介 す る 。　
問 い 合 わ せ は 、 同 局 海 事

振 興 部 港 運 課 （ 電 話 ０ ４ ５－ ２ １ １

－ ７ ２ １ ５ ）  。

地 震 ・ 津 波 備 え５ 日 に セ ミ ナ ー

関 東 運 輸 局

施 策 の 優 先 順 位 見 直 し

防 災 減 災 対 策 に 注 力

水 戸 市

2 2
年 度

予 算 編 成

県 ／ テ ナ ン ト 賃 貸 と 戸 建 ３ 戸

Ｒ Ｅ

－

Ｄ 不 動 産

な
　

　
ど 連 合 体

阿 見 吉 原

1 1 9 5㎡ を 落 札

住 宅 ト イ レ の 屋 根 防 水
今 月 中

に
　

　
も 随 意 契 約

常 総 市

桜 川 市 が モ ン ベ ル と 協 定

ア ウ ト ド ア 活 動 等 の 促 進 へ

地 域 活 性 化 や 生 活 の 向 上 に 寄 与

小 野 川 橋 を 補 修来 年 度 に も 着 工

《 県 土 浦 土 木 》

竜 ケ 崎 潮 来 線 バ イ
パ ス は 道 路 改 良

土 浦 稲 敷 線
バ イ パ ス  乙 戸 川 橋 の 下 部 実 施


